
 

 

 

 

 

 

第 25回 

○場 所：ふれあいサロン 

○時 期：平成30 年5 月25 日 19：00～21：00 

○参加者：委員8 名 一般参加5 名 行政 4名 

 

第１ 事務局からのお知らせ 

 １ 高野教授（名古屋大学）ワークショップについて 

  （１） 第 1回・・・移住定住について 

      第 2回・・・地域のなりわい作りについて 

（２） 第 3回、第 4回については今後検討 

 ２ 名古屋大学大学院臨床学研修について日程報告 

 

第２ 黒渕地区 集落あるもの探しについて 

 １ 参加者の感想 

  （１） 高岩須の霊神碑は、御嶽山が展望できとても良い雰囲気だった。 

      みんなで訪れたい場所！ 

  （２） 二十三仏塔では、例が少ない日和乞いが行われたお話が聞けた。 

（３） 山で火をたく虫送りが行われていて、現在は 1人で行われている。 

  （４） 山中の付知町への旧道は、とても気持ちの良い道だった。 

      案内役の方は、徒歩で往復していた話しを聞き、一度挑戦してみた

くなった。 

 ２ 次回開催について 

   日時・・・6月 24日（日）午前中 

   場所・・・久須見地区 

 

第３ 東白川村がんばる地域補助金申請プレゼンテーション 

   3 件のプレゼンテーションが行われ、全て採択されました。 

東白川村 

美しい村づくり 

委員会 



 １ 事業名「森のようちえんに利用する原生林の山道づくり及びお披露目会」 

  （１） 申請者による説明 申請者「東白川村おやこ森のおさんぽ会」 

【事業費】20万円 【要望額】20万円 

ア 森のようちえんは、森の中でいっぱい遊んでいっぱい感じる“生きる 

喜び”に満ちた時間。子供たちが自然を自由に感じ、自由に過ごしま 

す。保育者は見守るとともに共に学び成長します。 

イ 森のようちえんを実施する理由は、自己肯定感の低い子供たちが増 

えている現状があり、それがなぜかと考えたとき、幼児期の体験が影 

響していると考えられます。そこで、自然の中で子供たち自らが考え、 

行動し、感じ、学ぶ活動ができる「森のようちえん」が必要だと考え 

ました。 

ウ 森のようちえんを実施するには、子供たちが安全に自由に遊べる山 

道が必要です。山道整備の為に補助金を活用したいです。 

 

  （２） 質問と回答 

ア Q：現在の活動状況は？ 

   A：森のお散歩会を月 1回程度開催しています。また多治見市の森の 

ようちえんへ週１回研修に参加し、特に安全対策を学んでいます。 

イ Q：山道整備に要する時間は？ 

   A：半日を想定しています。山道は歩いて 10 分～15 分の距離です。 

ウ Q：山の所有者さんの考えは？ 

   A：山を活用してもらえるなら、村へ寄付しても良いとの考えをお持 

ちです。 

エ Q：今後、森のようちえんを月 2 回の平日開催を予定されています

が、保育園に通っている子供に参加させたい場合は？ 

   A：各家庭の判断にお任せします。 

  

２ 事業名「ヒガシシラカワズカップ」 

 （１） 申請者による説明 申請者「飛騨川漁協東白川支部」 

   昨年度に引き続き、今年度も開催したい。 

  【事業費】40万円 【参加費収入】25 万円 【要望額】15万円 

   



（２） 質問と回答 

 ア Q：昨年度の広告費と比べて今年は増額している理由は？ 

   A：再来年度以降、自己資金で継続開催していく準備として、横断幕

や幟旗等をそろえるために広告費として計上しました。 

 イ Q：開催日程を変更した理由は？ 

   A：東白川夏祭りと同時開催となると、駐車場確保の関係上、参加者

の交通事情が悪くなります。また、夏祭りのスタッフも大会に参加

できるように変更しました。 

 ウ Q：若者へもっと PRしてはどうか？例えば全国中学生大会など。 

   A：まずは、本大会の継続に力を入れ、下地ができてくれば若者への

PRを行いたいです。 

 エ Q：観光協会主催の「鮎釣りアカデミー」などとのコラボ企画は？ 

   A：今後、検討していきます。 

 オ Q：子供たちへ友釣りを広めるには、ハードルを下げる必要があると

思います。そこで、ルアーを使った友釣りはどうでしょうか？ 

   A：今後検討します。 

 カ （意見）団体の考え方が古く感じる。実行委員会へ若者を取り入れた

方が良い。 

 キ （意見）本大会の収入などが、環境保全等へ還元できる仕組みが必要。 

 

 ３ 事業名「伊藤龍平氏講演「ツチノコの正体（仮題）」 

  （１） 申請者による説明 申請者「つちのこ歴史研究会開催実行委員会」 

【事業費】20万円 【要望額】20万円 

   ア 開催日・・8月 19日（日）  

場 所・・はなのき別館ふれあいホール 

参加費・・無料 

   イ ツチノコが「いる・いない」という議論ではなく、妖怪と捉えられて

いた時代から観光資源と捉えた現代までの、村民のつちのこに対す

る心象を掘り下げていきます。 

   ウ 講演者は伊藤龍平氏で、「ツチノコの民族学」の著者。 

   エ スタッフを広く募集したいです。 

  



（２） 質問と回答 

 ア Q：講演会の内容を映像化する予定は？ 

   A：内容は全て映像で記録します。映画にも使用する予定です。要望

があれば、文字や映像を提供することは可能です。 

 イ Q：講演会の PRとして東白川CATV を活用してはどうですか？ 

   A：活用していきたいです。 

   Q：予告編を何回かに分けて放送しては？ 

   A：検討してきます。 

 ウ Q：交際費が高く感じます。 

   A：スタッフの交流会費に使用する予定です。 

   Q：交流会費を当てるより無償スタッフを募集したほうが良いのでは。 

   A：交際費を見直します。 

 エ （意見）つちのこフェスタ実行委員会に協力を求めるのはどうか。 

 オ （意見）伊藤龍平教授の説明を分かりやすく伝える工夫が必要。 

 

第４ 次回について 

 １ 委員会 6月 25日（月）19時～  

（会場）ふれあいサロン  

（内容）高野教授（名古屋大学大学院）による「移住定住ワークショップ」 

  

２ 集落あるもの探し 6月 24日（日） 8時 30分～12 時 30分まで 

 （対象地区）久須見地区 

 

以下、写真 

 

 

 

 

 

 

 



委員会の風景↓ 



  


